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　倉敷市児島地区の由加山の山頂付近に鎮座する由加
神社本宮は全国に五十二の分社を持つ由加神社の本宮
で日本三大権現の一つ。厄除けの総本山として広く知
ら れ、 表 参 道 か ら 19 段、25 段、33 段、42 段、61
段と厄除けの石段が続いている。また、古くから四国
こんぴらさん（香川県）の両方を参拝する「両まいり」
が盛んに行われている。例年、正月三が日は 35 万人以
上の参拝者を集めている。

由加神社本宮
ゆがじんじゃほんぐう
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新年のご挨拶

　新年を迎えるに当たり、組合関係者の皆様に謹んで
年頭のご挨拶を申し上げます。
　昨年は新型コロナウイルス感染症拡大の影響から思
う様な活動が出来ず、組合員の皆様方には多大なるご
迷惑とご心配をおかけする事になりました。併せまし
て組合活動に対しまして皆様には平素より大変ご尽力
を頂き心から敬意を表し深く感謝申し上げます。
　よもや新年のご挨拶をする日まで新型コロナの影響
が長引いているとは思いもしておりませんでした。例
年であれば新年の社内互礼会、年末年始のお客様への
ご挨拶回り、賀詞交歓会など慌ただしく年末・年始を
過ごすのでしょうが、それすら叶いません。
　全日本印刷工業組合連合会では「全印工連 DX（デジ
タルトランスフォーメーション）プロジェクト」が着々
と進められ、集会等については政府のガイドラインに
則って「ヴァーチャル」ではなく「リアル」での開催
を基本に実施する方針も出されました。
　岡山県印刷工業組合は本来であれば各種事業の実施
や情報提供もさることながら、お互いの切磋琢磨、また
親睦などの活動を行うものなのですが、昨年より集会
は制限され、研修も限られた範囲での開催しか行えず、
新年の互礼会も中止せざるを得なくなりました。また、
経済も大きく揺らぎ、業績も思うようにならない状況
下においても「働き方改革」への対応等は進めねばな
らず、苦慮する日々が続きました。
　どことなく息苦しい社会環境の中、国民の一部が新
型コロナに慣れてきただけで状況は好転する気配すら

見せておりません。
　一方では衛生面での意識向上など生活様式だけでな
く、コロナ禍の結果としてリモート営業やリモート会
議などリモートによる働き方が改めて注目され、新た
なビジネスモデルやビジネスチャンスを創出するなど、
新たな経済様式の構築も必要となってきたように感じ
ます。また、東京一極集中の弊害のようなものも垣間
見えました。
　インバウンド消費も見込めない経済下で、全てを元
に戻すことばかり考えるのではなく、日本国内で経済
を回す事も含めて、過去の常識などについても視点を
変えて見つめ直し、様々な事を考え直す必要がでてき
たのだと思います。これを良い機会として新たな取り
組みや、新しい常識への変化を前向きに受け止め、考
えを巡らせ、今年は昨年よりも状況が好転する事を期
待しつつ出来ることから取り組んでいくしかありませ
ん。
　その為にも回らない経済下で印刷産業には何ができ
るのか、また、何をすべきなのかを考えていかなけれ
ばなりません。丁度、平成に元号が変わった頃のデジ
タル化の進展以上の変化であり、変革の時代を迎えて
いるとも言えます。
　今後、コロナ禍の中で組合事業がどこまで出来るか
解りませんが、出来ることを精一杯考え実行してまい
ります。
　今年度も引き続きのご支援、ご協力の程よろしくお
願い申し上げます。

岡山県印刷工業組合

理 事 長

大 塚 泰 文



2021 年 1月No. 387

3

おおかやまかやまいいんさつんさつつつうしん　うしん　Printing Journal Okayama

新年のご挨拶

全日本印刷工業組合連合会

会　　長

滝 澤 光 正

　新年、明けましておめでとうございます。
　旧年中は、当連合会に格別のご支援とご協力を賜り、
厚くお礼申し上げますとともに、本年も一層のご指導
を賜りますようお願い申し上げます。
　また、昨年 10 月、初めてのリモート開催となりまし
た「全印工連オンラインフォーラム 2020」では、全
国の多数の方々にご視聴いただき、全印工連事業をよ
り一層ご理解賜り、併せて、将来の業界発展に向けて
の課題や方向性を共有し、確認することができました。
これもひとえに、全国の印刷工業組合の役員、組合員、
関連業界の皆様のご理解とご協力の賜物と深く感謝を
申し上げます。
　さて、昨年は、新型コロナウイルス感染症拡大とい
う大きな嵐に見舞われ、日本はもとより全世界の社会
経済にリーマンショック時以上の深刻な影響がもたら
されました。様々な場面において大きな変化を余儀な
くされ、働き方が変わり、産業の立ち位置や姿が変わ
りました。また、政治やマスメディアなどの日々の風
向きにも惑わされ、それに一喜一憂し、「真実」や「本質」
を見極めることの難しさを改めて痛感した年でした。
　このような状況の中、全印工連では、ブランドスロー
ガンとして「Happy Industry ～人々の暮らしを彩り
幸せを創る印刷産業～」を掲げ、DX（デジタルトラン
スフォーメーション）や「幸せな働き方改革」を中心
とする各種事業を着実に進め、全国の組合員企業の 1
社 1 社が Happiness Company を目指すプロセスを発

信し続けてきました。特に DX の推進にあたりまして
は、プロジェクトチームを新たに立ち上げ、印刷産業
全体の生産性向上と高付加価値のサービス提供産業へ
の転換に向けた大きな一歩を踏み出しました。本年も
引き続き、各側面からの経営支援を目的とする全印工
連の各種事業を積極的に推進することにより、「Happy 
Industry」へと向かう道を迷うことなく進んでまいり
たいと考えております。
　新型コロナウイルス感染症拡大の終息にはまだ多く
の時間を要すると思われますが、本年は、産業として、
組合として、企業として、この時期だから出来ること
を組合員の皆様と共に考え、実行し、この未曾有の環
境の中で「新しい印刷産業」のしなやかさと強さ、そ
して持続的発展を実現するポテンシャルを証明する年
にしてまいりたいと考えています。
　2021 年が皆様にとって明るく希望に満ちた素晴らし
い一年となりますよう心から祈念いたしまして、年頭
のご挨拶といたします。
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　令和２年度「第３回理事監事会」が、サン・ピーチＯＫＡＹＡＭＡで開
催されました。
　「新型コロナウイルス感染症」対策を行い、マスクの着用・消毒液による
手洗いや席の間隔を広げた会場で行われました。
　最初に、大塚理事長から「コロナウイルス感染症の勢いが止まりません。
印刷業界にとってこのコロナの影響は大変に厳しい事になっています。現在、
組合は「新型コロナウイルス感染症拡大の影響調査」を皆さんにお願いを
していますが、12 月にはご報告が出来ると思います。組合としましては皆
さんのご意見を頂きながら取組を行って参ります。」と挨拶がありました。
　審議された議案は以下の通りです。
１，「働き方改革」推進計画と今後の進め方について
　①「働き方改革」アンケート調査の集計結果について、事務局から説明
　② 今後の進め方について
　・労務管理セミナーの開催 ・戸別訪問による相談会 ・支部会等での相談会
　　この事業については「あきた労務管理事務所」の協力を得て進めることとした。
２，「新型コロナウイルス感染症拡大の影響」調査について
　 　コロナの影響調査は５月に１回目を行いましたが、上半期を経過した 11 月に２回目を行い 34 社の協力で現在集

計中であり、12 月には結果報告をすると説明が行われた。
３，その他
　（１） 令和２年度「印刷営業講座」開催報告及び「印刷営業士」認定試験開催について報告
　（２）岡山県印刷関連産業協議会「第２回理事役員会」開催報告
　　 第２回理事役員会が 11 月 20 日（金）アークホテル岡山で開催され決定事項について報告があった。
　　①令和３年「新年互礼会」開催中止  
　　　全国的なコロナ禍の状況を踏まえ中止にすることを決定
　　②「プリンテックフェア 2020」開催中止
　　　合同印刷機材（株）主催、協議会協賛のイベントもコロナ禍の為に中止を決定
　　③令和３年度の賛助会員賦課金の徴収を中止
　　　 令和２年度協議会の事業は殆ど中止になったため、来年度の賦課金は徴収をしないこととした。
以上の議事内容を確認し、併せて出席理事全員からコロナ禍の影響や対策について意見交換が行われた。

緊急「理事監事会」の開催～書面議決～   コロナ禍「お見舞金」配布を決定
　12 月 10 日（木）に開催された「三役会」で、コロナ禍対策として全組合員へお見舞金を贈ることを決定し、緊急「理
事会」（書面議決方式）に図り全理事の賛成を得て実施された。
　１，お見舞金の額　１社 20,000 円（総額 1,380,000 円）
　２，お見舞金の源資について
　　　 今年度年初からコロナ禍の影響で、事業の縮小や全印工連関係の理事会・地区会議などが ZOOM で開催される

など経費が縮小されたため、その経費を充当した。
　３，送金時期は、12 月中に全組合員に届けることとした。

　令和２年度「第３回理事監事会」開催
■ 令和２年 11 月 26 日（木）　■ サン・ピーチＯＫＡＹＡＭＡ
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　令和２年１月に「新型コロナウイルス感染症」が日
本でも発症し 10 ヶ月が経過しましたが、依然衰えるこ
となく感染が広がっています。
　組合では５月にコロナ禍の影響調査を実施しました
が、その後５ヶ月が経過した現在、その影響がどのよ
うに変化しているか、また、国や地方自治体が行って
いる経営支援策に対して組合員の方々が支援を受けて
いるか等の調査を行いました。
　 調 査 に 協 力 頂 き ま し た 組 合 員 は 34 社（ 回 答 率
49.3％）でした。

～調査項目と回答内容～
１， 新型コロナウイルス感染症拡大による経営へのマ

イナス影響について
　①「マイナス影響が出ている」の回答 32 社（94.1％）
②「マイナス影響が懸念される」の回答が２社（5.9％）
と全ての組合員に影響している。
２， 経営へのマイナスの影響の具体的な事由について

（複数回答可）
　「③イベント等の延期や中止による売上げ減少」が
29 社（85.3％）と最も多く次いで「②受注キャンセル
による売上げ減」が 22 社（64.7％）「④資金繰り悪化」  
が 15 社（44.1％）「⑤感染予防による従業員の勤務調整」
が 13 社と「⑥学校休校による従業員の勤務調整や社内
対応」が４社で勤務調整に影響が出ている。
３， 2020 年４月～９月（上半期）の前年比売上について
　「③ 10 ～ 30％減少」24 社（70.1％）「②１～ 10％
減」４社（11.8％）「④ 30 ～ 50％減少」４社（11.8％）

「⑤ 50％以上減少」１社（2.9％）
　４月の緊急事態宣言による全国的な自粛による行動
制限が大きく影響したと考えられる。
４， 新型コロナウイルスに関連して利用した国の支援

策について
　最も多く利用されている支援策は「③政府系金融機
関の融資制度」20 社（58.8％）「⑦雇用調整助成金」
19 社（55.9％）「⑦持続化給付金」18 社（52.9％）「②
セーフティネット保証」10 社（29.4％）「⑩家賃支援
給付金」８社
　また、一方では ｢⑤ものづくり・商業・サービス補助金」
６社、「⑫テレワーク導入支援」３社、「⑧ IT 導入補助金」
３社などコロナ禍でも積極的な設備投資を行っている
企業があることが注目される。
５， アフターコロナの経済・社会への展望の予測について
　「①デジタル化・IT 化の推進」29 社（85.3％）「②ペー
パレス化加速」24 社（70.5％）「⑤テレワーク・リモー
トワークの増加」20 社（58.8％）が多い。
＊ 社外的には「紙」依存の経営からデジタル化への移

行が進み、IT 化の製品・サービスの開発が急務、社
内的には人材の育成やデジタル化の推進と社内改革
が必要である。

等がアンケート調査の概要ですが、印刷業界にとって今
まで経験をしたことがない１年でした。また、アフター
コロナの経済社会は国が示した「新しい生活様式」に
より「ペーパレス化」が更に進むことが予測され、中
小印刷業界も新たな改革が求められる状況と言えます。

「新型コロナウイルス」の影響を受けている中小企業者の皆さんへ
経営、資金繰りなどについて、県中小企業センター（086–286–9626）が平日午前８時半から午後５時 15 分に応じ
るほか、県内の商工団体でも受け付けている。
主な相談先は県のホームページ「新型コロナウイルスの影響を受けている中小企業者への支援について」
https://www.pref.okayama.jp/page/650002.html

■ 働き方改革推進委員会

　「新型コロナウイルス感染拡大」の影響調査結果の概要
   ＊調査実施時期：令和２年 11 月  
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　昨年に引き続き今年度も「印刷営業講座」が開催された。
　当初計画では、７月に４日間の開催予定であったが、東京地区でのコロ
ナウイルス感染症拡大の為に 10 月に開催された。
　今年度はコロナ対策として「３密」を守るためにアークホテル岡山の広
い会場で行われた。
＜日時・カリキュラム＞
第１回　令和２年 10 月６日（火）10 時～ 16 時（５時間）
　　　　内容：講座１～４ オリエンテーション・コンプライアンス
　　　　講師：宮本泰夫氏（（株）バリューマシーンインターナショナル）
第２回　令和２年 10 月７日（水）10 時～ 17 時（６時間）
　　　　内容：講座５ セールス＆プロデュース
　　　　講師：宮本泰夫氏
第３回　令和２年 10 月 13 日（火）12 時～ 17 時（５時間）
　　　　内容：講座７ 見積積算概要 見積計算演習
　　　　講師：高見隆登氏 経済調査会
第４回　令和２年 10 月 14 日（水）10 時～ 16 時（５時間）
　　　　内容：講座６ グループワーク
　　　　講師：宮本泰夫氏
＜参加企業及び人数＞　10 社 20 名
・協同精版印刷㈱ １名・友野印刷㈱ １名 ・サンコー印刷㈱ １名
・㈱廣陽本社 ３名 ・ノーイン㈱ ４名・i プランニング KOHWA １名
・シンコー印刷㈱ １名・コーホク印刷㈱ ４名・㈱コーセイカン １名
・ササベ印刷㈱ ３名
　今年度もポリテクセンター岡山の生産性向上支援訓練事業の助成を受け
て開催された。

「印刷営業技能審査試験」開催  ～主催：全日本印刷工業組合連合会～
　「印刷営業講座」を受講した受講生を対象に「印刷営業技能審査試験」が行われた。
■ 開催日時：令和２年 11 月 19 日（木）13：00 ～ 15：00
■ 会　　場：アークホテル岡山
■ 受 験 者：４社 ９名

■ 教育研修委員会

　 令和２年度　「印刷営業講座」開催

宮本泰夫講師
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■開催期日：令和２年 10 月 23 日（金）
■会　　場：アークホテル岡山
■講　　師：あきた労務管理事務所 穐田恒雄氏
■参 加 者：15 社 18 名
　「働き方改革法」の内容を中心にコロナ禍での労働問題や最近の労働問
題（ハラスメント・在宅勤務・副業問題）について説明を受けた。
　また、同じ内容で津山支部でも開催
■開催期日：令和２年 11 月 10 日（火）
■会　　場：津山鶴山ホテル
■講　　師：あきた労務管理事務所 穐田恒雄氏
■参 加 者：10 社 10 名
　両会場ともコロナウイルス感染症対策として「マスクの着用」「３密対
策」に十分注意して開催された。

岡山県印刷関連産業協議会
協議会ニュース

News
協議会「役員会」開催
　協議会（岡山県印刷関連産業協議会）の理事役員会が 11 月 20 日（金）
アークホテル岡山で開催された。
　内容は今年度コロナ禍の関係で協議会事業が中止になり、今後の計画
や来年度の事業について検討された。内容は以下の通り。
１，令和３年「新年互礼会」は中止とする。
２， 「PRIC フォーラム岡山 2021」計画は、コロナ禍の状況を見て２月

又は３月の役員会で決定する。
３， 賛助会員の賦課金について今年度事業の中止が多く、令和３年度の

賦課金は免除することとする。
等を審議し決定した。

第 29 回親睦ゴルフ大会開催
　毎年、年２回開催している「親睦ゴルフ大会」は春の開催を中止にし
ましたが、秋については「３密」を守ることを原則に開催しました。
■開催日：令和２年 11 月 21 日（土）
■会　場：東児が丘マリンヒルズゴルフクラブ
■参加者：24 名
＜上位入賞者＞
優勝 小林竜二　２位 見垣和夫　３位 藤原直樹　４位 荒内真二
５位 小松忠男

■ 環境労務委員会

　経営者・管理者対象「最近の労働問題対応」セミナー開催

穐田恒雄氏

岡山会場

協議会役員会

優勝者　小林竜二氏
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岡山県洋紙商連合会
㈱石 本 洋 紙
 岡山市北区大内田 769-5 TEL.292-8500

岡 山 紙 商 事㈱
 岡山市北区富田 53-1 TEL.225-5151

㈱高 田 紙 店
 津山市東新町 25 TEL. （0868）23-2154

㈱高 田 洋 紙 店
 岡山市南区米倉 72-3 TEL.244-1234

㈱ペーパーックス岡山
 岡山市北区大内田 715-2 TEL.292-5131

㈱丸 加
 岡山市北区岡南町 2-2-36 TEL.222-0216

㈱光 畑 紙 店
 岡山市北区北長瀬本町 13-3 TEL.255-6788

　昨年は、新型コロナウイルスで始まり、新型コロ
ナウイルスで終わる、まさに災禍の１年となりまし
た。各種イベントの中止や販促計画の縮小など、印
刷業界にとって影響は大きいものがありました。
　半面、テレワークの普及、更には行政、企業にお
けるデジタル化の動きなど新しい様式の普及が進ん
でいます。
　コロナ禍は、社会全体に大きな影響を与え世の中
の仕組を変えようとしていますが、中小印刷業界が
今後どう対応していくかが今後の課題といえます。
　全印工連も中小印刷業が生き残っていく為の施策
を提案しています。岡山県工組も今年度は組合員皆
様へ情報提供を行って参ります。
　それよりも先ずは、「新型コロナウイルス」を撃
退することです。今年も「マスクの着用」「手洗い
励行」「３密」を守るなど、全員でしっかり取り組
みましょう。 （K）
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